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中国四国支部会報
2019 年６月号（No.1）

一般用

大変遅くなりましたが、支部会報 No.1（２０１９年６月号）をお届けします。昨年度は土砂

災害をはじめ様々な不幸な出来事に襲われ、中国四国支部にとっては、試練の年になりました。

しかし、本部役員の方々と支部会員の皆様のお蔭で、開催も危ぶまれた広島国内会議も無事に終

えることができました。広島国内会議はサーバスの基本精神を思い出し、会員同士の絆を深める

良いチャンスとなったのではないでしょうか。その意味では皆様への感謝の気持ちでいっぱいで

す。

問題は山積ですが、まずは新元号と、新体制の下で明るい方をみて出発したいと思います。

支部長として私のできることはわずかだと思いますが、精一杯努力したいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

新中国四国支部長 U.T.

本号の内容

１ 新旧役員のご挨拶

２ 広島国内会議を終えて

３ 5月 12 日(日)の中国四国支部会議報告

４ ホスト体験記

５ お知らせとお願い

1 新旧役員のご挨拶

旧役員の皆様お疲れ様でした。大変な仕事をしていただき、感謝しています。2019 年度の新

役員をご紹介します。

支部長：U.T.
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副支部長：S.S.

ホストコーディネーター：S.Y. (再任)

会計：K.K.

会計監査：Y.T. (再任)

１）旧役員からのごあいさつ

会員各自の関わりが大切！

新副支部長 S.S.

私は３０歳の頃、偶然ある雑誌で”サーバス“の記事を読み、広島にも支部があると知ってすぐ

に連絡をとり入会しました。それから、広島での例会に行ったことがあります。またH先生のお

宅で行われた例会に行って楽しいひと時を過ごし、先生が丹精込められて育てておられるバラを

見せて頂きました。それぞれに名前があり、”peace”という名前のバラもありました。先生が“平

和”を願いながら育てられたのでしょう。サーバスに入会されている方々は皆それぞれにステキ

な個性の持ち主で、お会いするのがとても楽しみでした。それからサーバスを通じて、世界中に

友達が出来ました。その人たちとは今でも楽しくメール交換などをしています。

さて、今回副支部長を受けたのは、そのサーバスに恩返しをする時が来たのだ、と思ったから

です。またとても忙しい U.さんが支部長として頑張っておられるのがよくわかるので、少しでも

お役になれたらいいなと思っています。サーバスの理念に基づいて、世界に平和のバラを咲かせ

ましょう。

２）新役員からのごあいさつ

世界に平和のバラを咲かせましょう！

新会計 K.K.
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今回中四国支部の会計係を担当することになりましたK.K.です。日本サーバスに入会して二度

目の会計なのでまさかという感じです。しかし、中四国支部は会員が 12 名と少ないので誰かが

受け持たないといけないと思い承諾致しました。きちんと帳簿をつけ明細を管理しようと思って

います。そして皆さんと話し合いながらこの財政状態の改善を図っていきたいと思いますのでご

協力宜しくお願いします。

２ 広島国内会議を終えて

第 41 回日本サーバス国内会議（広島）が 2019 年 3 月 16、17 日に行われました。広島開催

は実に１０数年ぶりです。中四国支部会員は２日間で７名参加し、本部役員と支部役員・会員の

方々と共に力を合わせました。

１）第 41 回日本サーバス国内会議（広島）に参加して

Y.N.

2004年2月、H.T.支部長のもと、広島での国内会議開催から15年という長いブランクを経て、

今回の開催となりました。昨年の夏から、支部内で支部運営が困難に陥る問題が起き、解決でき

ないままでの準備となりました。私自身、家庭の事情でホスト活動もできず、支部の会員の方と

お顔を合わせることなく、長い間過ごしておりましたが、微力ですが今自分に出来ることをさせ

ていただかなくてはとの思いで参加しました。U.T.新支部長の綿密な準備計画に沿って、メール

や電話でそれぞれの役割や会議の流れを確認しながら、緊張感をもって当日を迎えました。各地

からの皆様をお迎えし、笑顔で言葉を交わしていくうちに、

緊張感が和らいでいきました。会議では、自由で率直な意

見の交換が行われ、この場に居て直接生の声をお聞きでき、

長い間このような活動から遠ざかっていた空白が埋まった

ような気がしました。
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翌日、会議終了後、九州支部、東海北陸支部の方々と、今年が造営 400 年に当たる縮景園に

U.S.さんの案内でフィールドワークに出かけました。ボランティアガイドの方から、歴史、植物、

茶室、庭園の見所など詳しい説明をお聞きしながら巡りました。広々とした池の周りには、趣の

ある茶室や東屋が配置され、多くの木々が生い茂る美しい庭園ですが、その中に、原爆投下で被

爆した被爆樹木が残っていることを学びました。遠方から広島に来てくださった皆様と、会議の

雰囲気とは違った寛いだ楽しいひと時をご一緒できたことは、長い間味わう事のなかった私にと

ってのサーバス体験になりました。広島駅に向かわれる皆様をお見送りしながら、充実感と感謝

の気持ちが湧いてきました。今回の広島開催にあって、本部役員、各支部の皆様に大きなご支援

をいただいたことを心から感謝申し上げます。

３ 5月 12 日(日)の中国四国支部会議報告

２０１９年度第１回中国四国支部会が、５月１２日(日)に開催されました。穏やかな雰囲気の

中でしたが、欠席者からお預かりした意見も含め、多方面からの的確な意見が出され、大変有意

義な会となりました。既に支部会員には報告をお送りしておりますので、ここでは議題のみの報

告とします。

議題１）支部関係書類の返却請求について。

議題２）２０１８年度の支部決算と２０１９年度予算

議題３）折鶴プロジェクトの今後の取り扱い

議題４）サーバス受け入れ手順

議題５）SOL の登録、活用

議題６）会員獲得のための方策

議題７）国際フェスタ：１１月１７日(日)

議題８）支部会報

議題９）そのほか
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４ ホスト体験記

１）サーバスの会員になって

K.K.

日本サーバスの会員になったのが1986年なので今年で33年になります。その間、家族の協力

もあり、いろいろな国のトラベラーを受け入れ、自身もサーバス旅行を楽しんで来ました。知ら

ない人との出会いなので、緊張もあり疲れもありましたが、同時にワクワク感もありました。幸

いにも今まで受け入れた人達は、全員良い方ばかりでした。その中には 30 年間続いている人も

います。私もその人達の家に行ったり、語学勉強に行ったりして友好を深め、今では私の第二の

故郷となっています。いろいろな国の人達との交流は異なった文化、伝統、習慣など学ぶことが

出来、素晴らしいと思います。これまで多くの国を旅し、皆さんに大変お世話になりました。私

にとって見ず知らずの人に話しかけるのは結構勇気がいりますが、日本に来られた人が困ってお

られるようであれば、見て見ぬふりをしないで、もっと親切にしなきゃと思っています。

２）イスラエルからのトラベラー

U.T.

今年 4月 2日にA.さんとF.さんご夫妻をお迎えしました。エレガントで心遣いの細やかなご夫

妻でした。生まれはコロンビアということでしたが、イスラエルへ移住。国外滞在経験も豊富で、

マレーシアでは A.さんはスキューバダイビングを教えながら、サンゴを植えるボランティア活動

をされたそうです。お住まいは「キブツ」で共同生活をされているそうで、あまりにも我々の生

活とは異なっているのでいろいろ質問をしているうち、ぜひ、来てく

ださいとすすめられました。

私のプロフィールを見て、おみやげに同じキブツに住んでいる方が

書いたという児童文学を持ってきてくださったのには感激しました。



6

書かれている言葉はヘブライ語なので、全くわからないのですが、英語の訳が添えられ、表紙の

裏には作者から私へのメッセージが書かれていました。大事に読んで、感想を書き送りたいと思

います。

翌日は終日宮島観光で、遅く帰られましたが、夜にお茶を飲みながら、話しました。主に平和

についての話です。私は最近、疲れるので、デイホストをすることはほとんどありません。料理

は上手ではありませんが、外国の方でも口にあいそうな和食を用意してもてなしています。

3日目の朝は大和ミュージアムを見学されましたが、こ

の時は是非一緒にと言われて、ガイドのまねごとをして、

一緒に見学し、別れました。初めてのサーバス旅行をこの

あとも楽しまれるといいなと思いました。

ホストをするのは、昨年の 11 月以来です。夏の、庭の土砂流入の後始末がいまだにできてい

なくて、あまり、気が進まなかったのですが、4月は本当に多くのトラベラーが来日されていた

ので、一回はお引き受けしようと思い、OK しました。気は遣いますがやはり、受けてみると楽

しいものです。

３）D., from Toulouse, France

2019 年 5 月 10 日 H.T.

D. は 2018 年 10 月 13 日〜20 日に韓国で開催された Servas International Conference に参

加して Peace Secretary を次の人に譲った、と言う。 D. は

Peace Secretary を2期6年勤めたようだ。今回やめて解放さ

れて韓国から日本にきた。「地域の会員を呼んでおしゃべりタ

イムを持ってもいいですよ」と 3か月前のステイ要請の時、書

いていたのを思い出した。だが、今の中四国の分断状況では呼

びかける気がしない。結局、初日も二日目もべったりとくっつ



7

いて行動した。結果的には久しぶりに資料館を見ることが出来たし、survivor の被曝状況を記

憶の限り、話すこともできた。

☆D. の念願 その 1 Peace Bell を鳴らすのが念願だった。

☆D. の念願 その 2 前回（‘15 年 9 月）友人の J. と一緒に来日した時

は雨のため断念したが、今回は晴天に恵まれH.も一緒に宮島に行った。前

回、雨でも一人でも宮島へ行く、と言っていた J. は現在 81 歳で、介護施

設に入っていて、残念ながら来ることはできなかった。

☆D. の念願 その 3 「巻き寿司の作り方を見たい」とD. 最後の日に、

にわか巻き寿司を作った。

D. は「自分は無心論者だ」という。住んでいる T. は昔から根

強い反キリスト教徒が存在する、という。多くの日本人は「フラ

ンスはカトリックの国だ」と思っているようだが、フランスには

昔から宗教に抵抗する民族がいる、と聞いたことがある。彼女が

その一人なのだ。帰り際に Thanks letter を書いてくれた。その

最後に、Resistance spirit ! と署名をしている。

４）デイホスト報告：アメリカからのファミリー

S.Y.

3 月にアメリカ＊アリゾナの親子 (祖母.母.娘) をデイホストで受け入れをしました。とても

明るくて、アメリカの方と楽しい時間を過ごさせていただきました。 アメリカの方の手振り身

振りが楽しくて、こちらものってきました いろいろ勉強したいです。

５）デイホスト報告：スコットランドからのファミリー
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U.S.

スコットランド（エディンバラ）在住のC.ご一家から、デイホストの依頼がありました。４月

２７日(土)、岡山の備前焼を見て、レンタカーを運転し、家族５名で来広するということで、午

前 11 時３０分に縮景園の正門で待ち合わせをしました。

園内を散策し、鯉がたくさんいるので、感動し、写真を撮

られたり、跨虹橋の上を楽しそうに歩いたりされていました。

昼食は泉水亭で食べましたが、自然の中で日本食を味わえる

雰囲気にご主人のC.、奥様のS.、 C.の妹のM.も大満足でし

た。3才の息子E.はうどんが好きで、C.の妹のM.はぜんざい

を美味しそうに食べ、和菓子が大好きとのことだった。M.は大阪の学校で、子供たちに英語を教

えていて、日本がお気に入りでした。

スコットランドからのプレゼントとして、鳥と虫の図鑑を孫に、私にはスコットランドの料理

のレシピーが描かれたテイークロスを頂きました。スコットランドの地図を使用してのラッピン

グは意外でした。その地図を使って、バードウオッチングできる場所や彼らの住所エディンバラ

を孫に教えてくださいました。

昼食後、園内を少し散歩し、平和公園を案内しました。

１才の娘E.は、ベビーカーでぐっすりお休みだったので、

原爆ドームや原爆の子の像などゆっくり説明できました。

ちょうど、イギリスから寄贈されたバラが美しく咲いてい

たので、感動して写真を撮られていました。資料館は 2日

前にリニューアルオープンしたばかりで、人が多いし、宮

島でのキャンプがあるので、一緒に駐車したデパートに戻

り、夕食のお寿司を購入されました。その途中、スコットランドとイギリスの政治面のお話しを

することができました。彼らはアイルランドと同じようにイギリスから独立し、EUには所属す
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る選択をしているそうです。3分の 2の人々が今はそのような決断をしているとのことでした。

イギリスは原子力発電所をグラスゴーの近くに設置をし、北海の油田も独り占めでスコットラン

ドは不利な立場に置かれているといった気持ちを述べられました。隣人たちとは感情的になるた

め、あまり議論しないことにしているそうです。とても大きな問題であることが彼らの口調から

も感じられました。

５お知らせとお願い

１）２０１８年度 新入会員ご紹介

M.T.様 よろしくお願いいたします。

２）今後の予定

☆国際フェスタ：２０１９年１１月１７日(日) 詳細は追って通知します。

準備のための会合あり。

☆次回の支部会：２０１９年１２月を予定。

☆それ以外にお楽しみ例会のアイディア募集！

３）原稿を出していただいた皆様ありがとうございました。お蔭様で支部会員の気持ちのこもっ

た会報ができたと思います。寄稿はトラベラー、ホスト体験記、そのほか何でも歓迎です。支部

会員皆で作っていきましょう。今後ともよろしくお願いします。

(U.T.)


